
要領別紙様式２号（令和元年８月から９月の前線に伴う大雨（台風第10号、第13号、第15号及び第17号の暴風雨を含む。）及び台風第19号等被災産地施設整備等対策）

（千葉県　令和元年度）

事業
内容

事業費
備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

柏市 柏市

柏市公
設総合
地方卸
売市場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和2
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した
荷捌き場
所の完全

復旧

工種：テン
ト庇の補修
工事　施設
区分：買荷
保管・積込
所施設　構
造・規格：
ビニルテン

ト78㎡

813,838 271,000 542,838
令和元年
10月31日

被災前の状
況に戻すこ
とで，青果
物の買荷保
管・積込が
通常通り行
われてい

る。

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

木更
津市

木更
津市

木更津
市公設
地方卸
売市場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和2
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した
貯蔵・保
管施設等
の完全復

旧

青果部倉庫
シャッ

ター、青果
部台車置き
場屋根、水
産物部台車
置き場支柱
及び管理庁
舎玄関ガラ
スの修繕

276,650 90,000 186,650
令和2年1
月24日

被災した施
設機能の完
全復旧を令
和元年度中
に達成した

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

木更
津市

大一
木更
津青
果

(株)

木更津
市公設
地方卸
売市場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和2
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した
保管施設
窓ガラス
の完全復

旧

保管施設窓
ガラスの修

繕
19,440 6,000 13,440

令和元年
9月26日

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

成果
目標
の具
体的
な実
績

市町
村名

成果
目標
の

具体
的な
内容

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了
年月日

目標値
（令和
○年）

達成
率

負担区分（円）
事業
実施
主体
の評
価

都道
府県
の評
価計画時

（令和
△年）

対象
作

物・
畜種
等名
又は
卸売
市場
名

事業
実施
主体
名

事業実施後の状況

３年後
（令和
○年）

１年後
（令和
□年）

２年後
（令和
◇年）



事業
内容

事業費
備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

成果
目標
の具
体的
な実
績

市町
村名

成果
目標
の

具体
的な
内容

完了
年月日

目標値
（令和
○年）

達成
率

負担区分（円）
事業
実施
主体
の評
価

都道
府県
の評
価計画時

（令和
△年）

対象
作

物・
畜種
等名
又は
卸売
市場
名

事業
実施
主体
名

事業実施後の状況

３年後
（令和
○年）

１年後
（令和
□年）

２年後
（令和
◇年）

東金
市

八百
岩

(株)

東金青
果地方
卸売市
場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した卸
売場施設

（屋根）、
貯蔵・保管
施設（屋

根、壁）、
市場管理セ
ンター（屋
根）等の完

全復旧

卸売場施設
（屋根）、
貯蔵・保管
施設（屋

根、壁）、
市場管理セ
ンター（屋
根）の修繕

6,759,500 2,048,000 4,711,500
令和2年7
月10日

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

八街
市

(株)
印東
中央
青果
流通
セン
ター

印東青
果地方
卸売市
場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した卸
売場施設
（庇、
シャッ

ター）、貯
蔵・保管施
設（屋根、
壁）等の完

全復旧

卸売場施設
（庇、
シャッ

ター）、貯
蔵・保管施
設（屋根、
壁）の修繕

6,024,931 1,824,000 4,200,931
令和2年8
月24日

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

館山
市

(株)
館山
丸一
青果
市場

(株)館
山丸一
青果市
場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した卸
売市場施設
（屋根・
シャッ

ター）等の
完全復旧

卸売場施設
（屋根、
シャッ

ター）の修
繕

17,939,240 5,436,000 12,503,240
令和2年8
月24日

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

目標である
被災した施
設機能の完
全復旧を達
成すること
ができた。

香取
市

㈱佐
原青
果市
場

佐原青
果地方
卸売市
場

令和元年
度台風第
15号の被
災地域に
おける卸
売市場施
設の機能

復旧

―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

― ―

被災し
た施設
機能の
復旧

(令和3
年)
100%

100%

被災した卸
売市場施設
（屋根・天
井、床）等
の完全復旧

卸売場施設
（屋根、天
井、床）の

修繕

932,272 282,000 650,272
令和2年9
月28日

－

事業の目標
は令和2年度
（R2.4.23工
事完了）に
達成してい
るが、業績
不振により
令和3年3月
末で廃業し
たため、評
価不可。



事業
内容

事業費
備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

成果
目標
の具
体的
な実
績

市町
村名

成果
目標
の

具体
的な
内容

完了
年月日

目標値
（令和
○年）

達成
率

負担区分（円）
事業
実施
主体
の評
価

都道
府県
の評
価計画時

（令和
△年）

対象
作

物・
畜種
等名
又は
卸売
市場
名

事業
実施
主体
名

事業実施後の状況

３年後
（令和
○年）

１年後
（令和
□年）

２年後
（令和
◇年）

富里
市

富里
市農
業協
同組
合

集出荷
貯蔵施
設（西
瓜、人
参、大
根等）

被災前に
比べて農
畜産物の
生産量を
1％以上
増加

2,165
ｔ

(R元)

2,165
ｔ

(R元)

2,400
ｔ

(R2)

3,337
ｔ

(R3)

2,187
ｔ

(R3)
5327.3%

施設の早
期復旧の
結果、被
災前の出
荷量まで
戻ること
ができ
た。

中央集出荷
場　修繕

集出荷貯蔵
施設　鉄骨
スレート葺

平屋建
985.08㎡

収容量10ｔ
（日量収容
で算出）

1,085,486 493,000 592,486
令和2年1
月23日

施設を復旧
し、災害前
の出荷量に
戻ったが、
引き続き集
荷量の維持
に努める必
要がある

施設の早期
復旧がで

き、目標は
達成した

が、引き続
き集荷量の
維持に努め
る必要があ

る

富里
市

富里
市農
業協
同組
合

集出荷
貯蔵施
設（さ
つまい
も、ト
マト
等）

被災前に
比べて農
畜産物の
生産量を
1％以上
増加

400ｔ
(R元)

400ｔ
(R元)

433ｔ
(R2)

479ｔ
(R3)

404ｔ
(R3)

1975.0%

施設の早
期復旧の
結果、被
災前の出
荷量まで
戻ること
ができ
た。

十倉倉庫
修繕　集出
荷貯蔵施設
木造　ス
レート葺
平屋建

247.93㎡
収容量110ｔ
（最大収容
量で算出）

1,980,000 900,000 1,080,000
令和2年1
月10日

施設を復旧
し、災害前
の出荷量に
戻ったが、
引き続き集
荷量の維持
に努める必
要がある

施設の早期
復旧がで

き、目標は
達成した

が、引き続
き集荷量の
維持に努め
る必要があ

る

100%  総合所見

 （注）１　別紙様式１号の１に準じて作成すること。

　 　　２　要領第７のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均達成率 目標である被災した施設機能の完全復旧を達成することができた。


